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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光モジュール（１００）は、少なくとも１つの水平明暗ライン（ＨＤ）、及び、それに
対して斜め上に向く明暗ライン（ＨＤ´）を有する減光配光（ＬＶ）を生成するように構
成され、
　前記光モジュール（１００）は、少なくとも２つの反射器（１、２、３）を含み、
　各反射器（１、２、３）には、少なくとも１つのＬＥＤ光源（１０、２０、３０）が割
り当てられ、
　前記反射器（２）の少なくとも１つは、光パターンにおいて略水平に延在する明暗ライ
ン（ＨＤ２）を有するフロントフィールド配光（ＬＶ２）としてそれ（該反射器）に割り
当てられた少なくとも１つのＬＥＤ光源（２０）の光を投射するように設計された明暗フ
ロントフィールド反射器型であり、
　少なくとも１つのさらなる反射器（１）は、非対称配光（ＬＶ１）としてそれ（該反射
器）に割り当てられた少なくとも１つのＬＥＤ光源（１０）の光を投射するように設計さ
れた非対称反射器型であり、非対称配光（ＬＶ１）は、略水平に延在する明暗ライン（Ｈ
Ｄ１）、及び、斜め上に上昇する明暗ライン（ＨＤ１´）を有する、
光モジュールであって、
　非対称反射器型の少なくとも１つの反射器（１）に割り当てられた少なくとも１つのＬ
ＥＤ光源（１０）、及び、明暗フロントフィールド反射器型の少なくとも１つの反射器（
２）に割り当てられた少なくとも１つのＬＥＤ光源（２０）は、互いに対して固定的に配
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置され、
　全ての反射器（１、２）は、それに割り当てられたＬＥＤ光源（１０、２０）に対して
１つの所定の位置に正確に配置可能に構成され、
　非対称反射器型の反射器（１）、及び、明暗フロントフィールド反射器型の反射器（２
）は、その所定の位置にある非対称反射器型の少なくとも１つの反射器（１）と、その所
定の位置にある明暗フロントフィールド反射器型の少なくとも１つの反射器（２）との配
置を有するように構成され、全体的な配光（ＬＶ）の水平明暗ラインは、非対称反射器型
の少なくとも１つの反射器（１）の水平明暗ライン（ＨＤ１）によって、及び／又は、明
暗フロントフィールド反射器型の少なくとも１つの反射器（２）の水平明暗ライン（ＨＤ
２）によって形成され、
　特定の型の反射器（１、２、３）、及び、割り当てられた少なくとも１つのＬＥＤ光源
（１０、２０、３０）から構成される各システムは、公差を許容し、
　該公差は、同じ型の反射器（１、２、３）、及び、割り当てられた少なくとも１つのＬ
ＥＤ光源（１０、２０、３０）によって生成された光パターン（ＬＶ１、ＬＶ２、ＬＶ３
）の水平明暗ライン（ＨＤ１、ＨＤ２、ＨＤ３）が垂直公差フィールド（ＴＦ１、ＴＦ２
、ＴＦ３）内にあるように設定され、
　各反射器型の公差フィールド（ＴＦ１、ＴＦ２、ＴＦ３）は、それぞれ、公差フィール
ド上方境界（ＴＦ１´、ＴＦ２´、ＴＦ３´）及び公差フィールド下方境界（ＴＦ１″、
ＴＦ２″、ＴＦ３″）を有し、
　明暗フロントフィールド反射器型の少なくとも１つの反射器（２）、及び、非対称反射
器型の少なくとも１つの反射器（１）は、割り当てられたＬＥＤ光源（１０、２０）に対
するその所定の位置で、明暗フロントフィールド反射器型及び非対称反射器型の反射器（
１、２）の公差フィールド（ＴＦ１、ＴＦ２）が垂直方向に互いに重なり合うように構成
され、少なくとも１つの非対称反射器（１）の公差フィールド下方境界（ＴＦ１″）が明
暗フロントフィールド反射器型の少なくとも１つの反射器（２）の公差フィールド上方境
界（ＴＦ２´）の下にあり、かつ、非対称反射器型の少なくとも１つの反射器（１）の公
差フィールド上方境界（ＴＦ１´）が明暗フロントフィールド反射器型の少なくとも１つ
の反射器（２）の公差フィールド上方境界（ＴＦ２´）の上にあるように構成され、
　反射器（１、２、３）の公差フィールド（ＴＦ１、ＴＦ２、ＴＦ３）内の水平明暗ライ
ン（ＨＤ１、ＨＤ２、ＨＤ３）の位置の頻度分布は、分布曲線（Ｋ１、Ｋ２、Ｋ３）に従
い、該分布曲線（Ｋ１、Ｋ２、Ｋ３）は、それぞれ分布最大値（Ｋ１ｍ、Ｋ２ｍ、Ｋ３ｍ
）を有し、
　非対称反射器型の少なくとも１つの反射器（１）の公差フィールド（ＴＦ１）の分布最
大値（Ｋ１ｍ）は、明暗フロントフィールド反射器型の少なくとも１つの反射器（２）の
公差フィールド（ＴＦ２）の公差フィールド上方境界（ＴＦ２´）の上にある、及び／又
は、
　明暗フロントフィールド反射器型の少なくとも１つの反射器（２）の公差フィールド（
ＴＦ２）の分布最大値（Ｋ２ｍ）は、非対称反射器型の少なくとも１つの反射器（１）の
公差フィールド（ＴＦ１）の公差フィールド下方境界（ＴＦ１″）の下にある、
車両用又は車両ヘッドライト用の光モジュール（１００）。
【請求項２】
　少なくとも２つの反射器（２、３）、すなわち、明暗フロントフィールド反射器型の少
なくとも１つの反射器（２）、及び、近フロントフィールド反射器型の少なくとも１つの
反射器（３）が、フロントフィールド配光を生成するために設けられることを特徴とする
請求項１記載の光モジュール。
【請求項３】
　近フロントフィールド反射器型の少なくとも１つの反射器（３）は、それに割り当てら
れた少なくとも１つのＬＥＤ光源（３０）に対するその所定の位置で、近フロントフィー
ルド反射器型の少なくとも１つの反射器（３）の公差フィールド（ＴＦ３）の公差フィー
ルド上方境界（ＴＦ３´）が非対称反射器型の反射器（１）の公差フィールド下方境界（
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ＴＦ１″）の下にあるように構成される、
ことを特徴とする請求項１又は２記載の光モジュール。
【請求項４】
　近フロントフィールド反射器型の少なくとも１つの反射器（３）は、近フロントフィー
ルド反射器型の少なくとも１つの反射器（３）の公差フィールド上方境界（ＴＦ３´）が
、明暗フロントフィールド反射器型の少なくとも１つの反射器（２）の公差フィールド上
方境界（ＴＦ２´）の下、かつ、明暗フロントフィールド反射器型の少なくとも１つの反
射器（２）の公差フィールド下方境界（ＴＦ″）の上にあるように構成される、
ことを特徴とする請求項３記載の光モジュール。
【請求項５】
　非対称反射器型の少なくとも１つの反射器（１）は、全体的な配光（ＬＶ）の水平明暗
ライン（ＨＤ）が非対称反射器型の少なくとも１つの反射器（１）の公差フィールド（Ｔ
Ｆ１）内にあるように構成される、
ことを特徴とする請求項１乃至４のいずれか一に記載の光モジュール。
【請求項６】
　非対称反射器型の少なくとも１つの反射器（１）の公差フィールド（ＴＦ１）、及び、
明暗フロントフィールド反射器型の少なくとも１つの反射器（２）の公差フィールド（Ｔ
Ｆ２）は、０．１°～０．２°で垂直方向に互いに重なり合う、
ことを特徴とする請求項１乃至５のいずれか一に記載の光モジュール。
【請求項７】
　各ＬＥＤ光源（１０、２０、３０）は、少なくとも１つの発光ダイオード（ＬＥＤ）を
含む、
ことを特徴とする請求項１乃至６のいずれか一に記載の光モジュール。
【請求項８】
　非対称反射器型の少なくとも１つの反射器（１）に割り当てられられ、かつ、明暗フロ
ントフィールド反射器型の少なくとも１つの反射器（２）に割り当てられたＬＥＤ光源（
１０、２０）は、共通の支持プレートに配置される、
ことを特徴とする請求項１乃至７のいずれか一に記載の光モジュール。
【請求項９】
　近フロントフィールド反射器型の少なくとも１つの反射器（３）に割り当てられた少な
くとも１つのＬＥＤ光源（３０）は、同様に、共通の支持プレートに配置される、
ことを特徴とする請求項８記載の光モジュール。
【請求項１０】
　非対称反射器型の少なくとも１つの反射器（１）の公差フィールド（ＴＦ１）の分布最
大値（Ｋ１ｍ）は、割り当てられたＬＥＤ光源（１０、２０）に対するその所定の位置で
、明暗フロントフィールド反射器型の少なくとも１つの反射器（２）の公差フィールド（
ＴＦ２）の分布の最大値（Ｋ２ｍ）の上にある、
ことを特徴とする請求項１乃至９のいずれか一に記載の光モジュール。
【請求項１１】
　請求項１乃至１０のいずれか一に記載の少なくとも１つの光モジュールを含む車両ヘッ
ドライト。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、車両用又は車両ヘッドライト用の光モジュールに関し、光モジュールは、少
なくとも１つの水平明暗ライン、及び、それに対して斜め上に上昇する明暗ラインを有す
る減光配光を生成するように構成され、光モジュールは、少なくとも２つの反射器を含み
、各反射器には、少なくとも１つのＬＥＤ光源が割り当てられ、反射器の少なくとも１つ
は、光パターンにおいて略水平に延在する明暗ラインを有するフロントフィールド配光と
してそれに割り当てられた少なくとも１つのＬＥＤ（Light Emitting Diode）光源の光を
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投射するように設計された明暗フロントフィールド反射器型であり、少なくとも１つのさ
らなる反射器は、非対称配光としてそれに割り当てられた少なくとも１つのＬＥＤ光源の
光を投射するように設計された非対称反射器型であり、非対称配光は、略水平に延在する
明暗ライン及び斜め上に上昇する明暗ラインを有する。
【０００２】
　本発明は、また、少なくとも１つの上記光モジュールを含む車両ヘッドライトに関する
。
【背景技術】
【０００３】
　反射器システムの継続的な低減のために、反射器に関連する光源の位置決め精度及び互
いに関連する個々の反射器の位置決め精度に対する公差要求、及び、個々の反射器の形状
精度に対する要求は、ますます大きくなっている。これは、全体的な配光、例えば、減光
配光、特に、所定の明暗遷移（明暗ライン、HD-Linie、LD line）を有する減光配光が、
２つ以上の反射器によって生成される２つ以上の配光から形成されるときに、特に該当す
る。ここで、各反射器には、少なくとも１つの光源が割り当てられており、それから、上
記問題は、特に、光源がＬＥＤ光源であるときに明らかになる。ここで、各反射器には、
少なくとも１つのＬＥＤ光源が割り当てられており、各ＬＥＤ光源は、１つ以上の発光ダ
イオード（ＬＥＤ；複数）を有する。
【０００４】
　現在、対応する光モジュールは、反射器が、ＬＥＤ回路基板に配置されているＬＥＤ光
源に対して調整可能であるように構成される。それから、反射器は、特にこの目的のため
に設計されたシステムで調整され、当該システムは、個々の反射器によって生成された配
光を検知し、個々の配光の明暗遷移が、法的に適合した全体的な配光が生成されるように
、互いに対して配向されるような仕方で反射器を配置する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】欧州特許出願公開第２１１９９５７号
【特許文献２】独国特許出願公開第４２３８２７３号
【特許文献３】米国特許出願公開第２００９／０９７２６８号
【特許文献４】国際公開第２０１０／０２６５２２号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　反射器の非常に正確な方向性は、互いに対して反射器とＬＥＤ光源の相対位置の小さな
ずれ、例えば、０．１ｍｍ～０．２ｍｍが、典型的な光モジュールの設計において、配光
の（垂直／水平）変位（ずれ）や、ピンボケ、明暗境界のぼやけをもたらすので、ここで
は特に重要である。
【０００７】
　ＬＥＤ光源に対する反射器の方向性のための上記方法は、コストがかかり、複雑であり
、かくて、現行の高級車のヘッドライトに適している。しかしながら、より経済的な車両
では、そのような高価で複雑な方法の使用は、現在使用される従来のハロゲン車両ヘッド
ライトに対して競争力がない。
【０００８】
　本発明の目的は、明暗境界を有する法的に適合した配光を、実質的に簡単でより経済的
な方法で２つ以上の反射器によって生成することができる光モジュールを開発することで
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　この目的は、第１の視点によれば、冒頭で述べた光モジュールで達成され、該光モジュ
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ールにおいて、非対称反射器型の少なくとも１つの反射器に割り当てられた少なくとも１
つのＬＥＤ光源、及び、明暗フロントフィールド反射器型の少なくとも１つの反射器に割
り当てられた少なくとも１つのＬＥＤ光源は、互いに対して固定的に配置され、全ての反
射器は、それに割り当てられたＬＥＤ光源に対して１つの所定の位置に正確に配置可能に
構成され、前記非対称反射器型の反射器、及び、明暗フロントフィールド反射器型の反射
器は、その所定の位置にある非対称反射器型の少なくとも１つの反射器と、その所定の位
置にある明暗フロントフィールド反射器型の少なくとも１つの反射器との配置を有するよ
うに構成され、全体的な配光の水平明暗ラインは、非対称反射器型の少なくとも１つの反
射器の水平明暗ラインによって、及び／又は、明暗フロントフィールド反射器型の少なく
とも１つの反射器の水平明暗ラインによって形成される。
　第１の視点に係る光モジュールは、詳述すると以下の通りである。
　第１の視点に係る車両用又は車両ヘッドライト用の光モジュールは、少なくとも１つの
水平明暗ライン、及び、それに対して斜め上に向く明暗ラインを有する減光配光を生成す
るように構成され、
　前記光モジュールは、少なくとも２つの反射器を含み、各反射器には、少なくとも１つ
のＬＥＤ光源が割り当てられ、
　前記反射器の少なくとも１つは、光パターンにおいて略水平に延在する明暗ラインを有
するフロントフィールド配光としてそれ（該反射器）に割り当てられた少なくとも１つの
ＬＥＤ光源の光を投射するように設計された明暗フロントフィールド反射器型であり、
　少なくとも１つのさらなる反射器は、非対称配光としてそれ（該反射器）に割り当てら
れた少なくとも１つのＬＥＤ光源の光を投射するように設計された非対称反射器型であり
、
　非対称配光は、略水平に延在する明暗ライン、及び、斜め上に上昇する明暗ラインを有
する、
　光モジュールであって、
　非対称反射器型の少なくとも１つの反射器に割り当てられた少なくとも１つのＬＥＤ光
源、及び、明暗フロントフィールド反射器型の少なくとも１つの反射器に割り当てられた
少なくとも１つのＬＥＤ光源は、互いに対して固定的に配置され、
　全ての反射器は、それに割り当てられたＬＥＤ光源に対して１つの所定の位置に正確に
配置可能に構成され、
　非対称反射器型の反射器、及び、明暗フロントフィールド反射器型の反射器は、その所
定の位置にある非対称反射器型の少なくとも１つの反射器と、その所定の位置にある明暗
フロントフィールド反射器型の少なくとも１つの反射器との配置を有するように構成され
、
　全体的な配光の水平明暗ラインは、非対称反射器型の少なくとも１つの反射器の水平明
暗ラインによって、及び／又は、明暗フロントフィールド反射器型の少なくとも１つの反
射器の水平明暗ラインによって形成される。
　第２の視点に係る車両用又は車両ヘッドライト用の光モジュールは、第１の視点に係る
光モジュールにおいて、さらに、
　特定の型の反射器、及び、割り当てられた少なくとも１つのＬＥＤ光源から構成される
各システムは、公差を許容し、
　該公差は、同じ型の反射器、及び、割り当てられた少なくとも１つのＬＥＤ光源によっ
て生成された光パターンの水平明暗ラインが垂直公差フィールド内にあるように設定され
、
　各反射器型の公差フィールドは、それぞれ、公差フィールド上方境界及び公差フィール
ド下方境界を有し、
　明暗フロントフィールド反射器型の少なくとも１つの反射器、及び、非対称反射器型の
少なくとも１つの反射器は、割り当てられたＬＥＤ光源に対するその所定の位置で、明暗
フロントフィールド反射器型及び非対称反射器型の反射器の公差フィールドが垂直方向に
互いに重なり合うように構成され、
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　少なくとも１つの非対称反射器の公差フィールド下方境界が明暗フロントフィールド反
射器型の少なくとも１つの反射器の公差フィールド上方境界の下にあり、かつ、非対称反
射器型の少なくとも１つの反射器の公差フィールド上方境界が明暗フロントフィールド反
射器型の少なくとも１つの反射器の公差フィールド上方境界の上にあるように構成され、
　反射器の公差フィールド内の水平明暗ラインの位置の頻度分布は、分布曲線、例えばガ
ウス分布曲線、に従い、
　該分布曲線は、それぞれ分布最大値を有し、
　非対称反射器型の少なくとも１つの反射器の公差フィールドの分布最大値は、明暗フロ
ントフィールド反射器型の少なくとも１つの反射器の公差フィールドの公差フィールド上
方境界の上にある、
　及び／又は、
　明暗フロントフィールド反射器型の少なくとも１つの反射器の公差フィールドの分布最
大値は、非対称反射器型の少なくとも１つの反射器の公差フィールドの公差フィールド下
方境界の下にある。
　第３の視点に係る車両ヘッドライトは、少なくとも１つの前記光モジュールを含む。
【発明の効果】
【００１０】
　したがって、本発明によれば、反射器（複数）は、それらのＬＥＤ光源（複数）に対し
て調整することができないが、その代わりに、反射器（複数）が固定される固定位置（Fi
xed Position）が提供される。複雑な調整手順はこのようにして回避することができ、コ
ストはそれに応じて低下させることができる。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　それにもかかわらず、本発明によれば、全体的な配光の法的に適合した明暗境界を有す
る良好な光パターンを得ることができるようにするために、それぞれ割り当てられたＬＥ
Ｄ光源（複数）に対して所定の位置に応じて計算かつ製造された反射器（複数）は、全体
的な配光の明暗（ＨＤ）ラインが（２つの）異なる反射器型（非対称、明暗フロントフィ
ールド）の１つか、又は、両方（２つ）共に（gemeinsam）よって生成されるように具現
化される。この際、明暗ラインが少なくとも１つの非対称反射器によって生成される場合
に、最適であるが、その明暗ラインが光パターンにおいて深すぎる場合、これ（明暗ライ
ン）は、明暗フロントフィールド反射器によって形成することができる。
【００１２】
　本発明の有利な実施形態によれば、少なくとも２つの反射器、すなわち、明暗フロント
フィールド反射器型の少なくとも１つの反射器、及び、近フロントフィールド反射器型の
少なくとも１つの反射器は、フロントフィールド配光の生成のために提供される。
【００１３】
　明暗フロントフィールド反射器型の少なくとも１つの反射器は、この際、水平境界ライ
ンを有するフロントフィールド配光の上限（上方境界）を有するフロントフィールド配光
の上部を生成するのに対し、近フロントフィールド反射器型の少なくとも１つの反射器は
、その下方に配置されたフロントフィールド配光の部分を形成する。双方（２つ）の部分
配光は、重なり合う。水平境界ラインないし明暗ラインは、このフロントフィールド配光
の明暗ラインを形成するが、それは他の部分配光内にあるので、全体的な配光において明
暗境界として識別されるのではない。
【００１４】
　光パターンに関連する「上」、「下」、「垂直」及び「水平」といった用語は、ここで
は、車両のフロントに位置する車道上に実際に投射される光パターンに関連するのではな
く、所定の距離（例えば、１０又は２５メートル）で垂直スクリーン上に投射される光パ
ターンに関連するものである。
【００１５】
　さらに、特定の型の少なくとも１つの反射器、及び、割り当てられた少なくとも１つの
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ＬＥＤ光源から構成される各システムは、好ましくは調整可能な、公差を許容し、該公差
は、同じ型の反射器、及び、割り当てられた少なくとも１つのＬＥＤ光源によって生成さ
れる光パターンが水平明暗ラインの垂直公差フィールド内にあるように設定され、各反射
器型の公差フィールドは、公差フィールド上方境界及び公差フィールド下方境界を有する
。
【００１６】
　以下、反射器又は反射器型に対する公差（公差フィールド）に関連して言及される場合
、これは、このように、反射器／光源システムの公差又は公差フィールドを意味する。し
かしながら、簡略化のため、言及は、何よりも単に反射器の公差又は公差フィールドにつ
いて行われる。
【００１７】
　この「一つの反射器型の公差」、又は、この「一つの反射器型の公差フィールド」は、
特定の型の反射器（複数）が公差を許容している事実に起因し、割り当てられた少なくと
も１つのＬＥＤ光源自体は、公差を許容し、少なくとも１つのＬＥＤ光源の位置は、公差
を許容し、そして、反射器の位置も公差を許容する。
【００１８】
　公差フィールドの概念は、さらにまた、以下のことを意味する、すなわち、水平明暗境
界を有する配光を生成するための光ユニットを抽象的に考慮し、光ユニットは、所定の位
置（ポイント）で支持プレート上に配置された所定の光源を有する。支持プレート又は光
ユニットは、反射器用の所定の位置を有する。
【００１９】
　この型の第１光ユニットでは、明暗境界は特定の垂直位置とする。同じ構成部品で構成
された第２光ユニットでは、明暗境界は異なる垂直位置を有することなどになる（用語「
垂直」に関して、さらに以下の説明も参照）。
【００２０】
　多数の光ユニットを考慮すると、明暗境界の位置は、このように特定の（上下）位置の
周りに集積することになり、明暗境界の数は、上下方向に減少することになる。
【００２１】
　生成された明暗境界がある（含まれる）垂直領域は、公差フィールドと呼ばれる。公差
フィールドの「高さ」、すなわち垂直範囲は、反射器の製造精度によって主に調節するこ
とができる。
【００２２】
　所定の領域は、すなわち、所定の上下境界、ひいては、特定の反射器型の公差フィール
ドのための所定の高さも、通常、事前に定義（vorgegeben）されている。このように公差
フィールドの外側にあるもの、即ち、明暗境界を生成するこれらの条件を満たさない反射
器（複数）は、シリーズ（Serien）生産には用いられない。
【００２３】
　本発明において、光モジュールは、２つ以上のそのような光ユニットから構成される。
すべての光ユニットのＬＥＤ光源が、共通の支持プレートに搭載されるか、少なくとも互
いに対して固定的に配置され、割り当てられた反射器の位置も固定された後、公差フィー
ルドの調整は、いま尚、反射器（複数）の形態ないし構成（Ausgestaltung）を介して行
うことができる。そのため、以降での言及は、もはや光ユニットについてではなく、反射
器の異なる型、及び、反射器のこれらの型に割り当てられた公差フィールドについて行わ
れる。
【００２４】
　本発明の第１実施形態によれば、明暗フロントフィールド反射器型の少なくとも１つの
反射器、及び、非対称反射器型の少なくとも１つの反射器も、割り当てられたＬＥＤ光源
に対するその所定の位置で、明暗フロントフィールド反射器型及び非対称反射器型の反射
器の公差フィールドが、垂直方向に互いに重なり合わないように構成され、かくて、少な
くとも１つの非対称反射器の公差フィールド下方境界は、明暗フロントフィールド反射器
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型の少なくとも１つの反射器の公差フィールド上方境界の上又は同じ高さにある。
【００２５】
　本実施形態によって、減光（abgeblendet）配光の全体的な配光の水平明暗境界を非対
称反射器型の少なくとも１つの反射器によって生成することが実現できることが、基本的
に望ましい。
【００２６】
　しかしながら、上記実施形態では、少なくない数の光モジュールで垂直の明暗縞が、最
上明暗ラインの下に表れることがありうるが、それは望ましくない。
【００２７】
　これを回避するために、別の変形例によれば、明暗フロントフィールド反射器型の少な
くとも１つの反射器、及び、非対称反射器型の少なくとも１つの反射器は、割り当てられ
たＬＥＤ光源に対するその所定の位置で、明暗フロントフィールド反射器型及び非対称反
射器型の公差フィールドが垂直方向に互いに重なり合うように構成され、少なくとも１つ
の非対称反射器の公差フィールド下方境界が明暗フロントフィールド反射器型の少なくと
も１つの反射器の公差フィールド上方境界の下にあり、かつ、非対称反射器型の少なくと
も１つの反射器の公差フィールド上方境界が明暗フロントフィールド反射器型の少なくと
も１つの反射器の公差フィールド上方境界の上にあるように構成される。
【００２８】
　公差フィールドのこの「相互近接」及び重ね合わせによって、ある場合には、全体的な
配光の明暗境界は、明暗フロントフィールド反射器によって生成されるが、とりわけその
ような光パターンは垂直明暗縞のものよりも優れており、そのような光モジュールは問題
なく一般的に使用することができることが、認められる。
【００２９】
　さらに、近フロントフィールド反射器型の少なくとも１つの反射器は、有利には、それ
に割り当てられた少なくとも１つのＬＥＤ光源に対して所定の位置で、近フロントフィー
ルド反射器型の少なくとも１つの反射器の公差フィールドの公差フィールド上方境界が非
対称反射器型の少なくとも１つの反射器の公差フィールド下方境界の下にあるように構成
される。
【００３０】
　このように、一般的に、減光配光の明暗ラインのための必要なシャープネス、勾配（Gr
adient）等を有さない近フロントフィールド反射器の明暗境界が、全体的な配光の明暗ラ
インに影響を与えることは確実に防止される。
【００３１】
　また、「Ｘ型の少なくとも１つの反射器の公差フィールド」という表現は、Ｘ型の各反
射器がその独自の公差フィールドを有することを意味しないが、その明暗ラインがＸ型の
反射器の公差フィールド内にあるように反射器が構成されることを意味することにも留意
されたい。
【００３２】
　また、近フロントフィールド反射器型の少なくとも１つの反射器は、有利には、近フロ
ントフィールド反射器型の少なくとも１つの反射器の公差フィールド上方境界が、明暗フ
ロントフィールド反射器型の少なくとも１つの反射器の公差フィールド上方境界の下、か
つ、明暗フロントフィールド反射器型の少なくとも１つの反射器の公差フィールド下方境
界の上にあるように構成される。
【００３３】
　フロントフィールド配光（複数）の重なりかくて均一配光が、結果として、さらに達成
される。
【００３４】
　明暗ラインの所望の位置が信頼性のある境界内に確実に実現されることができるように
、有利には、非対称反射器型の少なくとも１つの反射器は、全体的な配光の水平明暗ライ
ンが非対称反射器型の少なくとも１つの反射器の公差フィールド内にあるように構成され
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る。
【００３５】
　また、非対称反射器型の少なくとも１つの反射器の公差フィールド、及び、明暗フロン
トフィールド反射器型の少なくとも１つの反射器の公差フィールドは、０．１°～０．２
°で垂直方向に互いに重なり合うことが好ましい。
【００３６】
　明暗フロントフィールド配光の公差フィールド上方境界と非対称配光の公差フィールド
下方境界との間の重複領域は、このように垂直方向に０．１°～０．２°の範囲にわたっ
て延在する。
【００３７】
　特定の実施形態によれば、各ＬＥＤ光源は、それぞれ少なくとも１つの発光ダイオード
を含む。
【００３８】
　更に上記で既に述べたように、非対称反射器型の少なくとも１つの反射器、及び、明暗
フロントフィールド反射器型の少なくとも１つの反射器に割り当てられた（複数の）ＬＥ
Ｄ光源は、好ましくはさらに、共通の支持プレートに、好ましくは共通ＬＥＤ回路基板に
、配置される。
【００３９】
　近フロントフィールド反射器型の少なくとも１つの反射器に割り当てられた少なくとも
１つのＬＥＤ光源も、同様に、有利には、共通の支持プレートに、好ましくは共通ＬＥＤ
回路基板に、配置される。
【００４０】
　光モジュールから－公差内において－光モジュールへの個々の反射器の同一の位置を確
保することができるように、同じ型の反射器を支持プレートのＬＥＤ光源に対する同じ位
置にて異なる支持プレートに位置決め、かつ、固定可能なように構成される固定手段及び
／又は位置決め手段を備える。
【００４１】
　反射器の公差フィールド内の水平明暗ラインの位置の頻度分布は、典型的には、分布曲
線、例えばガウス分布曲線、に従い、該分布曲線は、それぞれ分布最大値を有する。
【００４２】
　光パターンが法的に適合する光モジュールの最大可能な数を得るために、非対称反射器
型の少なくとも１つの反射器の公差フィールドの分布最大値は、割り当てられたＬＥＤ光
源に対するその所定の位置にて、明暗フロントフィールド反射器型の少なくとも１つの反
射器の公差フィールドの分布最大値の上にある。
【００４３】
　さらに、この関係において、非対称反射器型の少なくとも１つの反射器の公差フィール
ドの分布最大値は、明暗フロントフィールド反射器型の少なくとも１つの反射器の公差フ
ィールドの公差フィールド上方境界の上にある。
【００４４】
　最後に、さらに明暗フロントフィールド反射器型の少なくとも１つの反射器の公差フィ
ールドの分布最大値は、非対称反射器型の少なくとも１つの反射器の公差フィールドの公
差フィールド下方境界の下にある。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
　本発明は、以下、図面に基づいてより詳細に説明される。
【図１】図１は、３つの異なる反射器で生成された減光配光を示す。
【図２】図２は、その３つの部分配光に分けられた、図１の減光配光を示す。
【図３】図３は、３つの反射器の公差フィールドの本発明に係る第１の位置関係を示す。
【図４】図４は、３つの反射器の公差フィールドの本発明に係るさらなる位置関係を示す
。
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【図５】図５は、図４に示された公差フィールドの位置を有する明暗境界の第１の例示的
位置を示す。
【図６】図６は、図４に示された公差フィールドの位置を有する明暗境界のさらなる例示
的位置を示す。
【図７】図７は、非対称配光を示す。
【図８】図８は、明暗フロントフィールド配光を示す。
【図９】図９は、近フロントフィールド配光を示す。
【図１０】図１０は、図７－９からの配光の重ね合わせを示す。
【図１１】図１１は、図７－９からの配光の更に可能な重ね合わせを示す。
【実施例】
【００４６】
　図１は、車両用又は車両ヘッドライト用の光モジュール１００を示し、光モジュール１
００は、図１に概略的に示されるように、減光配光（Abblend lichtverteilung）ＬＶを
生成するように構成され、そのような減光配光ＬＶは、周知のように、水平明暗ラインＨ
Ｄ及びそれに対して斜め上に上昇する明暗ラインＨＤ´を有する。
【００４７】
　示された実施形態では、光モジュール１００は、３つの反射器１、２、３を含み、各反
射器１、２、３には、ＬＥＤ光源１０、２０、３０が割り当てられている。各ＬＥＤ光源
１０、２０、３０は、１つ以上の発光ダイオードを含む。
【００４８】
　ＬＥＤ光源１０、２０、３０の光は、車両のフロントの領域に、それぞれ部分配光とし
て、割り当てられた反射器１、２、３を介して投射される部分配光の重ね合わせは、ヘッ
ドライト、又は、ヘッドライトの光モジュールの全体的な配光を生ずる。
【００４９】
　第１反射器１は、非対称配光ＬＶ１としてそれに割り当てられたＬＥＤ光源１０の光を
形成（投射）するように設計された非対称反射器型の反射器であり、非対称配光ＬＶ１は
、略水平に延在する明暗ラインＨＤ１、及び、斜め上に上昇する明暗ラインＨＤ１´を有
する。
【００５０】
　そのような非対称配光ＬＶ１を図２に示し、図７に詳細に再度示す。
【００５１】
　第２反射器２は、光パターンにおいて略水平に延在する明暗ラインＨＤ２を有するフロ
ントフィールド配光ＬＶ２としてそれに割り当てられたＬＥＤ光源２０の光を形成（投射
）するように設計された明暗フロントフィールド反射器型の反射器である。
【００５２】
　そのようなフロントフィールド配光ＬＶ２を図２に示し、図８に詳細に再度示す。
【００５３】
　第３反射器３は、型が光パターンにおいて略水平に延在する明暗ラインＨＤ３を有する
近フロントフィールド配光ＬＶ３としてそれに割り当てられたＬＥＤ光源３０の光を形成
（投射）するように設計された近フロントフィールド反射器型の反射器である。
【００５４】
　そのような近フロントフィールド配光ＬＶ３を図２に示し、図９に詳細に再度示す。
【００５５】
　フロントフィールド配光を生成するために、２つの反射器２、３が、このように備えら
れ、明暗フロントフィールド反射器型の反射器２は、水平境界線ＨＤ２を有するフロント
フィールド配光の上方境界を有するフロントフィールド配光ＬＶ２の上部を生成し、近フ
ロントフィールド反射器型の更なる反射器３は、その下方にあるフロントフィールド配光
の部分を生成する。２つの部分配光ＬＶ２、ＬＶ３は重なり合う。水平境界線ないし明暗
ラインＨＤ３は、このフロントフィールド配光のＨＤラインを形成するが、全体的な配光
では、明暗境界として識別することができない。なぜなら、それが他の部分配光内にある
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からである。
【００５６】
　光パターンとともに「上」、「下」、「垂直」及び「水平」といった用語は、ここでは
車両のフロントにある車道に実際に投射された光パターンに関連するものでないが、所定
の距離（例えば、１０又は２５メートル）で垂直スクリーン上に投射された光パターンに
関連するものである。
【００５７】
　さらに、一方、反射器１、２、３は、それぞれ、それらのＬＥＤ光源１０、２０、３０
に対して固定的に位置決めされるように配置され、他方、反射器及び割り当てられた光源
のそれぞれで構成する個々のシステムは、固定的に配置される、ないしは、互いに対して
正確に予め定めた位置にのみ搭載することができる。言い換えると、これは、特定の型の
光モジュールにおいて、それぞれの関連公差内で配置が準（quasi）一致するように、光
源（複数）に対する反射器（複数）、及び、互いに対する反射器（複数）の調整の可能性
がないことを意味する。複雑な調整手順はこのように回避することができ、コストはそれ
に応じて低下させることができる。
【００５８】
　それにもかかわらず、全体的な配光の法的に適合した明暗境界を有し、かつ、提供され
た十分に多数の光モジュールを有する良好な光パターンを達成するために、以下のアプロ
ーチは、後述するように、本発明の好ましい実施形態を参照して説明した本発明によって
採用される。
【００５９】
　基本的には、特定の型の少なくとも１つの反射器１、２、３、及び、割り当てられたＬ
ＥＤ光源１０、２０、３０から構成される各システムは、反射器の公差、ＬＥＤ光源の公
差、及び、互いに関連する反射器及びＬＥＤ光源の位置決めに起因する公差から与えられ
る公差も対象となる。
【００６０】
　この公差は、基本的に調整可能であり、通常は尚反射器の製造精度を介して影響を与え
ることができる。なぜなら、ＬＥＤ光源は、しばしば、既にプリント回路基板に予め組み
立てて配送され、プリント回路基板に対する反射器（複数）の位置も、既に予め定義する
ことができるからである。
【００６１】
　ここで、これらの公差は、一般的に、それぞれの場合に生成された部分配光の本来の形
にはほとんど影響を与えず、むしろ位置及び明暗境界の形態ないし部分配光の上方境界に
影響を与え、ないしは、これらの公差は、明暗境界に特に強い影響を与える。
【００６２】
　かくて、与えられた公差をもって、特定の型の反射器１、２、３、及び、割り当てられ
たＬＥＤ光源１０、２０、３０によって生成された部分光パターンＬＶ１、ＬＶ２、ＬＶ
３の水平明暗ラインＨＤ１、ＨＤ２、ＨＤ３が垂直公差フィールドＴＦ１、ＴＦ２、ＴＦ
３内にある。そのような公差フィールドＴＦ１、ＴＦ２、ＴＦ３は、図３及び図４に示さ
れている。
【００６３】
　ここで、各場合において、任意（いずれ）の反射器型の公差フィールドＴＦ１、ＴＦ２
、ＴＦ３は、公差フィールド上方境界ＴＦ１´、ＴＦ２´、ＴＦ３´及び公差フィールド
下方境界ＴＦ１″、ＴＦ２″、ＴＦ３″を有する。ここでは、反射器又は反射器型の、用
語「公差」又は「公差フィールド」と言う場合、反射器－光源システムの公差又は公差フ
ィールドが、意図される。しかしながら、簡単にするために、通常、単に反射器の公差又
は公差フィールドと表される。
【００６４】
　この「反射器型の公差」ないしこの「反射器型の公差フィールド」は、既に上述したよ
うに、特定の型の反射器が公差を許容し、割り当てられた少なくとも１つのＬＥＤ光源自
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体が公差を許容し、少なくとも１つのＬＥＤ光源の位置が公差を許容し、そしてまた、反
射器の位置が公差を許容することから生ずる。
【００６５】
　それから、「公差フィールド」という用語は、次のことを意味する、すなわち、水平明
暗境界ＨＤ１を有する配光ＬＶ１を生成する、反射器１及びＬＥＤ光源１０からなるシス
テムを、例えば、考える。このシステムは、所定の位置で支持プレートに位置決めされた
、所定の光源１０を有する。このシステムは、また、反射器１用の所定の位置を有する。
【００６６】
　このような第１システムにおいて、明暗境界ＨＤ１は、特定の垂直方向の位置をとる。
同一の構成部品で構成された第２光ユニットにおいて、明暗境界は、別の垂直位置を有す
る、等々。
【００６７】
　多数の光ユニットを考慮すると、明暗境界の位置は、このように、特定の位置の周りに
集まり、明暗境界の数は、上下方向に（行くに従い）減少する。
【００６８】
　その中に生成された明暗境界がありうるかの垂直領域は、公差フィールド（Toleranzfe
ld）ＴＦ１と呼ばれる。公差フィールドの外側にある明暗ラインを有する光ユニットは、
使用することができない。
【００６９】
　同様な考慮が、反射器２及びＬＥＤ光源２０、並びに、反射器３及びＬＥＤ光源３０に
も同様に妥当する。
【００７０】
　異なる反射器型１、２、３の公差フィールドＴＦ１、ＴＦ２、ＴＦ３内にある水平明暗
ラインＨＤ１、ＨＤ２、ＨＤ３の位置の頻度分布は、ここでは、図３及び図４に示すよう
に分布曲線Ｋ１、Ｋ２、Ｋ３、例えばガウス分布曲線、に従い、分布曲線Ｋ１、Ｋ２、Ｋ
３は、それぞれ分布最大値Ｋ１ｍ、Ｋ２ｍ、Ｋ３ｍを有する。
【００７１】
　本発明の第１実施形態によれば、図３に示すように、明暗フロントフィールド反射器型
の反射器２及び非対称反射器型の反射器１は、割り当てられたＬＥＤ光源１０、２０に対
して規定された位置（複数）で、明暗フロントフィールド反射器型及び非対称反射器型の
反射器１、２の公差フィールドＴＦ１、ＴＦ２が、垂直方向に互いに重なり合わず、かく
て、非対称反射器１の公差フィールド下方境界ＴＦ１″が、明暗フロントフィールド反射
器型の反射器２の公差フィールド上方境界ＴＦ２´の上又は同じ高さにあるように形成さ
れる。
【００７２】
　本実施形態によって、減光配光の全体的な配光の水平明暗境界が非対称反射器型の反射
器によって生成することができることが、基本的に望ましい。
【００７３】
　しかしながら、本実施形態では、無視できない数の光モジュールにおいて、垂直の明暗
縞が最上の明暗ラインの下に表れるということが生じ、これは望ましくない。
【００７４】
　これを回避するために、図４に係る別の変形例によれば、明暗フロントフィールド反射
器型の反射器２、及び、非対称反射器型の反射器１は、割り当てられたＬＥＤ光源１０、
２０に対するその所定の位置で、明暗フロントフィールド反射器型及び非対称反射器型の
反射器１、２の公差フィールドＴＦ１、ＴＦ２が垂直方向に互いに重なり合うように構成
され、非対称反射器１の公差フィールド下方境界ＴＦ１″が明暗フロントフィールド反射
器型の反射器２の公差フィールド上方境界ＴＦ２´の下にあり、かつ、非対称反射器型の
反射器１の公差フィールド上方境界ＴＦ１´が明暗フロントフィールド反射器型の反射器
２の公差フィールド上方境界ＴＦ２´の上にあるように構成される。
【００７５】
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　公差フィールドＴＦ１、ＴＦ２のこの「近接」及び重ね合わせの結果、ある場合には、
全体的な配光の明暗境界は、明暗フロントフィールド反射器２によって生成されるが、そ
のような光パターンは垂直の明暗縞のものよりも優れていることが認められ、そのような
光モジュールは問題なく一般的に使用することができる。
【００７６】
　図３に係る実施形態及び図４に係る実施形態の両方で、近フロントフィールド反射器型
の反射器３は、それに割り当てられた少なくとも１つのＬＥＤ光源３０に対するその所定
の位置で、近フロントフィールド反射器型の反射器３の公差フィールドＴＦ３の公差フィ
ールド上方境界ＴＦ３´が非対称反射器型の反射器１の公差フィールド下方境界ＴＦ１″
の下にあるように構成される。
【００７７】
　このように、一般的に、減光配光の明暗ラインのための必要なシャープネス、勾配（Gr
adient）等を有さない近フロントフィールド反射器３の明暗境界ＨＤ３は、全体的な配光
の明暗ラインに影響を与えることが確実に防止される。
【００７８】
　また、「Ｘ型の少なくとも１つの反射器の公差フィールド」という表現は、Ｘ型の各反
射器がその独自の公差フィールドを有することを意味せず、その明暗ラインがＸ型の反射
器の公差フィールド内にあるような仕方で反射器が構成されることを意味することにも留
意されたい。
【００７９】
　また、近フロントフィールド反射器型の反射器３は、有利には、近フロントフィールド
反射器型の反射器３の公差フィールド上方境界ＴＦ３´が、明暗フロントフィールド反射
器型の反射器２の公差フィールド上方境界ＴＦ２´の下、かつ、明暗フロントフィールド
反射器型の反射器２の公差フィールド下方境界ＴＦ２″の上にあるように構成される。
【００８０】
　フロントフィールド配光ＬＶ２、ＬＶ３及び均一配光の重なりが、結果として、さらに
達成される。
【００８１】
　明暗ラインの所望の位置が信頼性のある境界内に確実に実現できるように、有利には、
非対称反射器型の反射器１も、全体的な配光ＬＶの水平明暗ラインＨＤの（所望又は規定
の）位置が非対称反射器の反射器１の公差フィールドＴＦ１内にあるように構成される。
【００８２】
　また、図４に係る本発明の実施形態において、非対称反射器型の反射器１の公差フィー
ルドＴＦ１、及び、明暗フロントフィールド反射器型の反射器２の公差フィールドＴＦ２
は、０．１°～０．２°で垂直方向に互いに重なり合うことが好ましい。
【００８３】
　明暗フロントフィールド配光ＬＶ２の公差フィールド上方境界ＴＦ２´と非対称配光Ｌ
Ｖ１の公差フィールド下方境界ＴＦ１″との間の重複領域は、このように垂直方向に０．
１°～０．２°の範囲にわたって延在する。
　ここで、車両ヘッドライトによって生成される配光は、垂直面に向かってヘッドライト
によって投射された光の照射によって測定される。垂直面は、ヘッドライトの光軸に垂直
に配置される。垂直面からヘッドライトまでの距離の典型的な値は、２５メートル（欧州
）。水平軸は、前記垂直面の垂直軸と同様に、度（°）で示される。そのような面の例は
、図１及び図２に示されている。例えば、図１に示された配光は、およそ－２８°～＋２
８°の水平方向の広がりと、およそ－８°～０°及び最大＋１．５°までアップした特別
領域（ＨＤ´）での垂直方向の広がりと、を有する。０．１°～０．２°の角度は前記の
ような垂直面で測定される。これは、特定の公差フィールドが度（°）で測定された垂直
方向の広がりを有するとともに、２つの特定の公差フィールドが垂直方向に０．１°～０
．２°で重なり合うように配置されることを意味する。
【００８４】
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　図３及び図４からも推定することができるように、光パターンが法的に適合する光モジ
ュールの最大可能な数を得るために、非対称反射器型の反射器１の公差フィールドＴＦ１
の分布最大値Ｋ１ｍは、割り当てられたＬＥＤ光源１０、２０に対するその所定の位置に
おいて、明暗フロントフィールド反射器型の反射器２の公差フィールドＴＦ２の分布最大
値Ｋ２ｍの上にあることが好ましい。
【００８５】
　さらに、この関連において、非対称反射器型の反射器１の公差フィールドＴＦ１の分布
最大値Ｋ１ｍは、明暗フロントフィールド反射器型の反射器２の公差フィールドＴＦ２の
公差フィールド上方境界ＴＦ２´の上にある。
【００８６】
　最後に、明暗フロントフィールド反射器型の反射器２の公差フィールドＴＦ２の分布最
大Ｋ２ｍも、非対称反射器型の反射器１の公差フィールドＴＦ１の公差フィールド下方境
界ＴＦ１″の下にある。
【００８７】
　図４から進んで、図５及び図６は、本発明に係る光モジュールの組み立てで発生するこ
とがある２つの極端な状況を示す。
【００８８】
　図５に係る光モジュールでは、反射器１によって生成された明暗境界ＨＤ１は、非対称
反射器型の反射器の公差フィールドＴＦ１の最上領域にある。具体的にＨＤフロントフィ
ールド反射器の公差フィールドＴＦ２内にあるにもかかわらず、反射器２の明暗境界ＨＤ
２があり、減光配光の水平明暗ラインＨＤは、この場合、反射器１によって生成される。
【００８９】
　さらに、図５に係る図示の例では、明暗境界ＨＤ２は、公差フィールドＴＦ２の最下境
界にあるのに対し、反射器３の明暗ラインＨＤ３は、公差フィールドＴＦ３の最上境界で
、このように明暗ラインＨＤ２の上方にある。
【００９０】
　図６に係る光モジュールでは、反射器１によって生成された明暗境界ＨＤ１は、非対称
反射器型の反射器の公差フィールドＴＦ１の最下領域にある。反射器２によって生成され
た明暗境界ＨＤ２も、ここでは、明暗フロントフィールド反射器の公差フィールドＴＦ２
の最上領域で、このように明暗境界ＨＤ１の上にある。この例では、減光配光の水平明暗
ラインＨＤは、このように反射器２によって生成される。
【００９１】
　減光配光ＬＶの非対称部分ＨＤ´は、いずれの場合にも反射器１によって生成される。
【００９２】
　図７－９を再び参照すると、これらは、順番に、非対称配光ＬＶ１（図７）、明暗フロ
ントフィールド配光（図８）、及び、近フロントフィールド配光（図９）の基本的な形態
を示す。
【００９３】
　さて、図１０は、図５に示すように明暗境界ＨＤ１、ＨＤ２、ＨＤ３の位置を有する配
光ＬＶ１、ＬＶ２、ＬＶ３の重ね合わせを示す。はっきり見えるように、ここでは、全体
の配光ＬＶの明暗境界ＨＤは、反射器１によって形成される。
【００９４】
　最後に、図１１は、図６に従う配光ＬＶ１、ＬＶ２、ＬＶ３の重ね合わせを示す。ここ
では、全体の配光ＬＶの明暗境界ＨＤは、反射器２によって形成される。
【００９５】
　最後に、図面において、正確には１つの反射器が、配光ＬＶ１、ＬＶ２、ＬＶ３を生成
するためのそれぞれの場合に使用されることに留意すべきである。しかしながら、２つ、
３つまたはそれ以上の反射器（特定の配光のための同じ型のそれぞれの場合）が１つそれ
以上、又は、全ての配光のために使用することも可能である。この場合、各反射器は、そ
れに割り当てられた少なくとも１つの光源を有する。全ての使用される反射器は、それぞ



(15) JP 6088066 B2 2017.3.1

10

20

30

40

50

れの場合において部分配光ごとに１つの反射器の例に関して上述した条件をそれぞれ満た
している必要がある。
【００９６】
　これは、単一の反射器型を有するフロントフィールド配光を生成することも可能であり
、ここで再び、正確には、この型の１つまたは２つ以上の反射器を使用することができる
。上述のように、フロントフィールド配光は、異なる型の少なくとも２つの反射器２、３
によって生成される場合、より良好な結果が一般的に達成される。
【００９７】
（付記）
　本発明において、以下の形態が可能である。
【００９８】
（形態１）
　前記第１の視点に係る光モジュールの通りである。
【００９９】
（形態２）
　前記第１の視点に係る光モジュールにおいては、少なくとも２つの反射器、すなわち、
明暗フロントフィールド反射器型の少なくとも１つの反射器、及び、近フロントフィール
ド反射器型の少なくとも１つの反射器が、フロントフィールド配光を生成するために設け
られることが好ましい。
【０１００】
（形態３）
　前記第１の視点に係る光モジュールにおいては、特定の型の反射器、及び、割り当てら
れた少なくとも１つのＬＥＤ光源から構成される各システムは、好ましくは調整可能な、
公差を許容する。該公差は、同じ型の反射器、及び、割り当てられた少なくとも１つのＬ
ＥＤ光源によって生成された光パターンが水平明暗ラインの垂直公差フィールド内にある
ように設定される。各反射器型の公差フィールドは、それぞれ、公差フィールド上方境界
及び公差フィールド下方境界を有することが好ましい。
【０１０１】
（形態４）
　前記第１の視点に係る光モジュールにおいては、明暗フロントフィールド反射器型の少
なくとも１つの反射器、及び、非対称反射器型の少なくとも１つの反射器は、割り当てら
れたＬＥＤ光源に対するその所定の位置で、明暗フロントフィールド反射器型及び非対称
反射器型の反射器の公差フィールドが、垂直方向に互いに重なり合わないように構成され
、かくて、少なくとも１つの非対称反射器の公差フィールド下方境界は、明暗フロントフ
ィールド反射器型の少なくとも１つの反射器の公差フィールド上方境界の上又は同じ高さ
にあることが好ましい。
【０１０２】
（形態５）
　前記第１の視点に係る光モジュールにおいては、明暗フロントフィールド反射器型の少
なくとも１つの反射器、及び、非対称反射器型の少なくとも１つの反射器は、割り当てら
れたＬＥＤ光源に対するその所定の位置で、明暗フロントフィールド反射器型及び非対称
反射器型の反射器の公差フィールドが垂直方向に互いに重なり合うように構成される。少
なくとも１つの非対称反射器の公差フィールド下方境界が明暗フロントフィールド反射器
型の少なくとも１つの反射器の公差フィールド上方境界の下にあり、かつ、非対称反射器
型の少なくとも１つの反射器の公差フィールド上方境界が明暗フロントフィールド反射器
型の少なくとも１つの反射器の公差フィールド上方境界の上にあるように構成されること
が好ましい。
【０１０３】
（形態６）
　前記第１の視点に係る光モジュールにおいては、近フロントフィールド反射器型の少な
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くとも１つの反射器は、それに割り当てられた少なくとも１つのＬＥＤ光源に対するその
所定の位置で、近フロントフィールド反射器型の少なくとも１つの反射器の公差フィール
ドの公差フィールド上方境界が非対称反射器型の反射器の公差フィールド下方境界の下に
あるように構成されることが好ましい。
【０１０４】
（形態７）
　前記第１の視点に係る光モジュールにおいては、近フロントフィールド反射器型の少な
くとも１つの反射器は、近フロントフィールド反射器型の少なくとも１つの反射器の公差
フィールド上方境界が、明暗フロントフィールド反射器型の少なくとも１つの反射器の公
差フィールド上方境界の下、かつ、明暗フロントフィールド反射器型の少なくとも１つの
反射器の公差フィールド下方境界の上にあるように構成されることが好ましい。
【０１０５】
（形態８）
　前記第１の視点に係る光モジュールにおいては、非対称反射器型の少なくとも１つの反
射器は、全体的な配光の水平明暗ラインが非対称反射器型の少なくとも１つの反射器の公
差フィールド内にあるように構成されることが好ましい。
【０１０６】
（形態９）
　前記第１の視点に係る光モジュールにおいては、非対称反射器型の少なくとも１つの反
射器の公差フィールド、及び、明暗フロントフィールド反射器型の少なくとも１つの反射
器の公差フィールドは、０．１°～０．２°で垂直方向に互いに重なり合うことが好まし
い。
【０１０７】
（形態１０）
　前記第１の視点に係る光モジュールにおいては、各ＬＥＤ光源は、少なくとも１つの発
光ダイオードを含むことが好ましい。
【０１０８】
（形態１１）
　前記第１の視点に係る光モジュールにおいては、非対称反射器型の少なくとも１つの反
射器に割り当てられられ、かつ、明暗フロントフィールド反射器型の少なくとも１つの反
射器に割り当てられたＬＥＤ光源は、好ましくは、共通の支持プレート、好ましくは、共
通ＬＥＤ回路基板に配置されることが好ましい。
【０１０９】
（形態１２）
　前記第１の視点に係る光モジュールにおいては、近フロントフィールド反射器型の少な
くとも１つの反射器に割り当てられた少なくとも１つのＬＥＤ光源は、同様に、共通の支
持プレートに、好ましくは共通ＬＥＤ回路基板に、配置されることが好ましい。
【０１１０】
（形態１３）
　前記第１の視点に係る光モジュールにおいては、同じ型の反射器を支持プレートのＬＥ
Ｄ光源に対する同じ位置にて異なる支持プレートに位置決めかつ固定可能なように構成さ
れる固定手段及び／又は位置決め手段を備えることが好ましい。
【０１１１】
（形態１４）
　前記第１の視点に係る光モジュールにおいては、反射器の公差フィールド内の水平明暗
ラインの位置の頻度分布は、分布曲線に従う。該分布曲線は、それぞれ分布最大値を有す
ることが好ましい。
【０１１２】
（形態１５）
　前記第１の視点に係る光モジュールにおいては、非対称反射器型の少なくとも１つの反
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置で、明暗フロントフィールド反射器型の少なくとも１つの反射器の公差フィールドの分
布の最大値の上にあることが好ましい。
【０１１３】
（形態１６）
　前記第１の視点に係る光モジュールにおいては、非対称反射器型の少なくとも１つの反
射器の公差フィールドの分布最大値は、明暗フロントフィールド反射器型の少なくとも１
つの反射器の公差フィールドの公差フィールド上方境界の上にあることが好ましい。
【０１１４】
（形態１７）
　前記第１の視点に係る光モジュールにおいては、明暗フロントフィールド反射器型の少
なくとも１つの反射器の公差フィールドの分布最大値は、非対称反射器型の少なくとも１
つの反射器の公差フィールドの公差フィールド下方境界の下にあることが好ましい。
【０１１５】
（形態１８）
　前記第３の視点に係る車両ヘッドライトの通りである。
【０１１６】
　なお、本出願において図面参照符号を付している場合（特に特許請求の範囲において）
は、それらは、専ら理解を助けるためのものであり、図示の態様に限定することを意図す
るものではない。
【０１１７】
　なお、本発明の全開示（特許請求の範囲及び図面を含む）の枠内において、さらにその
基本的技術思想に基づいて、実施形態ないし実施例の変更・調整が可能である。また、本
発明の全開示の枠内において種々の開示要素（各請求項の各要素、各実施形態ないし実施
例の各要素、各図面の各要素等を含む）の多様な組み合わせないし選択が可能である。す
なわち、本発明は、請求の範囲及び図面を含む全開示、技術的思想にしたがって当業者で
あればなし得るであろう各種変形、修正を含むことは勿論である。また、本願に記載の数
値及び数値範囲については、明記がなくともその任意の中間値、下位数値、及び、小範囲
が記載されているものとみなされる。
【符号の説明】
【０１１８】
　１、２、３　反射器
　１０、２０、３０　ＬＥＤ光源
　１００　光モジュール
　ＬＶ　減光配光（Abblend lichtverteilung）
　ＨＤ、ＨＤ１、ＨＤ２、ＨＤ３　水平明暗ライン
　ＨＤ´　斜め上に上昇する明暗ライン
　ＨＤ１´　明暗ライン
　ＬＶ１　非対称配光、光パターン
　ＬＶ２　フロントフィールド配光、光パターン
　ＬＶ３　近フロントフィールド配光、光パターン
　ＴＦ１、ＴＦ２、ＴＦ３　公差フィールド
　ＴＦ１´、ＴＦ２´、ＴＦ３´　公差フィールド上方境界
　ＴＦ１″、ＴＦ２″、ＴＦ３″　公差フィールド下方境界
　Ｋ１、Ｋ２、Ｋ３　分布曲線
　Ｋ１ｍ、Ｋ２ｍ、Ｋ３ｍ　分布最大値
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